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つ
つ
み
栄
三
県
議
は
「
県

営
住
宅
の
上
層
階
に
住
ん
で

い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

は
、
足
腰
も
弱
ま
り
昇
り
降

り
が
大
変
だ
。
希
望
す
る
場

合
に
は
ぜ
ひ
一
階
へ
の
住
み

替
え
が
で
き
る
よ
う
す
べ
き

だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

県
は
「
大
分
市
の
住
み
替

え
の
希
望
者
は
57
人
お
り
、

修
繕
を
行
え
ば
入
居
で
き
る

住
戸
は
33
戸
と
な
っ
て
い
る
。 

入
居
者
の
希
望
に
可
能
な
限

り
早
期
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

　

さ
ら
に
、
つ
つ
み
栄
三
県

議
は「
地
元
の
県
営
住
宅
で
、

１
階
が
７
戸
空
い
て
い
る
の

に
、
一
戸
し
か
退
去
修
繕
し

な
い
の
で
、
そ
こ
に
４
人
も

希
望
者
が
待
っ
て
い
る
。

困
っ
て
い
る
高
齢
者
４
人
が

入
れ
る
よ
う
に
早
急
に
対
応

す
べ
き
だ
」
と
強
く
求
め
ま

し
た
。
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県政報告県政報告

日本共産党 大分県議団

日本共産党
　2024年の一年間は、県民の皆さんの意見や
要望を取り上げ、その実現を求めてきました。
この一年もその立場で頑張っていきます。
　第４回定例県議会が11月27日から12月13日
まで開会され、つつみ栄三県議が議案質疑を、
えんど久子県議が最終日討論を行いました。

日本共産党大分県議団

＊2018年第２回定例会（６月議会）
　　６月12日～６月27日　16日間

（大分市選出） （別府市選出）猿渡

つ
つ
み
栄
三
県
議

議
案
質
疑
で
求
め
る

　

今
回
の
定
例
会
は
、
災
害
復
旧
対
策
と
国
の
経
済
対
策
を

受
け
て
、
２
つ
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、
日

本
共
産
党
中
部
地
区
委
員
会

が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
せ
ら
れ
た
「
年
金
が
減

り
生
活
が
不
安
」「
税
金
や

社
会
保
障
の
負
担
が
大
変
」

な
ど
の
声
を
紹
介
し
、「
物

価
高
騰
等
で
生

活
が
困
窮
し
て

い
る
世
帯
へ
灯

油
代
の
助
成
制

度
を
作
る
べ

き
」
と
提
案
し

ま
し
た
。

　

知
事
は
「
寒

冷
地
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い

る
」
と
答
弁
。

　

つ
つ
み
栄
三
県
議
は
「
国

は
灯
油
代
の
助
成
へ
重
点
支

援
地
方
交
付
金
が
使
え
る
と

し
て
い
る
。
県
と
し
て
も
助

成
を
す
る
べ
き
だ
」
と
求
め

ま
し
た
。

厳
し
い
冬
の
寒
さ
対
策
と
し
て

福
祉
灯
油
助
成
制
度
を

高
齢
者
の
県
営
住
宅
１
階
へ
の

住
み
替
え
を

　

つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、

「
ば
い
じ
ん
公
害
を
な
く
す

会
・
大
分
」
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
活
動
を
紹
介
し
、

対
策
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
「
窓
や
網
戸
が
よ
ご
れ
る
」

「
目
が
ざ
ら
ざ
ら
す
る
」「
咳

や
タ
ン
が
よ
く
出
る
」
な
ど

の
不
安
を
訴
え
る
声
を
紹
介

し
、「
近
隣
住
民
の
声
を
真

日
本
製
鉄
の
ば
い
じ
ん
の
対
策
強
化
を
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大
分
県
と
は
昨
年
12
月
26

日
に
、
平
和
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
「
日
英
・
日
米
軍
事
演

習
中
止
」の
要
望
と
協
議
を
、

ま
た
防
衛
省
に
対
し
て
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
田
村
貴
昭
衆

議
院
議
員
や
湯
布
院
な
ど
現

地
の
皆
さ
ん
も
交
え
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
分
県
と
の
協
議
で
は
、

九
州
防
衛
局
に
対
し
大
分
県

知
事
や
由
布
市
長
な
ど
4
県

市
町
で
、「
早
期
か
つ
適
切

な
情
報
開
示
や
安
全
管
理
の

徹
底
、
陸
上
自
衛
隊
と
の
日

出
生
台
演
習
場
の
使
用
協
定

に
関
す
る
協
定
の
遵
守
」
な

ど
要
請
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
日
出
生
台
で
1

月
15
日
か
ら
日
英

軍
事
演
習
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
す

ぐ
海
兵
隊
の
実
弾

射
撃
訓
練
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
、
訓

練
の
拡
大
そ
の
も
の
で
あ
り

中
止
を
強
く
国
に
求
め
る
べ

き
」。「
沖
縄
で
少
女
暴
行
事

件
等
が
起
き
、
現
地
は
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
外

出
等
は
規
制
す
る
よ
う
に
外

国
軍
に
求
め
、
情
報
開
示
を

徹
底
す
る
よ
う
に
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
ど
こ
の
国
の
防
衛

省
か
」と
怒
り
の
声

　

防
衛
省
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

要
請
で
は
、
演
習
場
の
使
用

協
定
（
夜
間
砲
撃
訓
練
の
自

粛
等
）
の
遵
守
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

　

現
地
か
ら
「
な
ぜ
日
出
生

台
で
訓
練
を
行
う
の
か
」「
夜

間
訓
練
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
な
ど
、
心
配
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

防
衛
省
は
「
夜
間
訓
練
に

つ
い
て
は
可
能
な
限
り
生
活

に
配
慮
し
た
時
間
と
し
、
飛

行
機
の
使
用
は
午
後
8
時
ま

で
に
終
わ
る
と
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
地
元
の
不

安
を
払
し
ょ
く
す
る
よ
う
な

答
弁
は
な
く
、
参
加
者
か
ら

は
「
一
体
ど
こ
の
国
の
防
衛

省
か
」
と
怒
り
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
議
団
と
し
て
地
元

や
平
和
団
体
の
皆
さ
ん
と
共

同
し
、
議
会
で
も
取
り
上
げ

軍
事
演
習
中
止
の
取
り
組
み

を
強
め
て
い
き
ま
す
。

▶大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画を見ることができます。ぜひご覧ください。

大分県議会
インターネット中継
令和６年第４回定例会

12月6日
本会議 質疑

摯
に
受
け
止
め
、
さ
ら
な
る

低
減
を
目
指
し
て
大
分
市
と

共
同
し
て
指
導
・
対
策
強
化

を
す
る
よ
う
に
」
と
求
め
ま

し
た
。

　

県
は
「
今
後
の
公
害
防
止

協
定
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る

低
減
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
求
め
て
い
く
」
と
答
弁
。

ま
た
「
令
和

５
年
に
12

回
、
令
和
６

年
に
は
13
回

立
ち
入
り
調

査
を
実
施
し

た
」
と
も
明

ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

つ
つ
み
栄
三
県
議
は
、「
自

分
も
日
本
製
鉄
の
背
後
地
に

住
ん
で
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
寄
せ
ら
れ
た
声
は
自
分
も

感
じ
て
い
る
。
企
業
と
し
て

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
は
理

解
す
る
が
、
抜
本
的
な
対
策

強
化
を
強
く
指
導
す
べ
き
で

あ
る
」
と
求
め
ま
し
た
。

赤旗（2024.12.13 付）

「ばいじん公害をなくす会 大分」
総会にてつつみ栄三県議

日
英
・
日
米
軍
事
演
習
中
止
を
県
や
国
に
申
入
れ

12/26　県へ要望
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で
、
地
域
経
済
浮
揚
の
た
め

に
も
、
職
員
や
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
の
さ
ら
な

る
引
上
げ
を
主
張
し
ま
し

た
。
本
改
正
部
分
に
は
賛
成

し
ま
す
。

　

知
事
や
県
議
会
議
員
の

ボ
ー
ナ
ス
の
引
上
げ
の
提
案

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
県
民

が
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い

る
中
、反
対
し
ま
し
た
。

▶大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画を見ることができます。ぜひご覧ください。

日本
共産党

自由
民主党

県民
クラブ 公明党 志士の会 無所属の会 日本

維新の会 採決

議
　
　
　
　
案

2025年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

台風10号被害対策として災害復旧
工事の補正予算や、LPガスの助成や
特別高圧契約の中小企業への支援策
があり賛成

大分県産業廃棄物条例の一
部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物の排出抑制、再生利用推
進のために産廃税の期限をさらに５
年延長する改正なので賛成

保護施設等の設置・運営の
ための条例一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 入居者の状況に応じた支援計画作成

するようになったので賛成

議員や特別職、職員などの給
与に関する条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ３面えんど久子県議の討論参照

意
見
書

バカンス法の制定を求める
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多くの県民が長期休暇を取れるため
に最低賃金の引き上げと労働時間規
制、年金等の引き上げが必要である。
それらを実現させることを前提とし
て賛成

各議案に対する態度

大分県議会
インターネット中継
令和６年第４回定例会

12月13日
えんど久子の討論

12/10　�飲酒運転根絶めざしPR活動するえんど
久子県議

　

職
員
や
知

事
な
ど
の

ボ
ー
ナ
ス
等

の
ア
ッ
プ
が

提
案
さ
れ
ま

し
た
。
え
ん

ど
久
子
県
議

は
12
月
13
日

の
本
会
議

・教員確保のためにも
学費の負担が重く教員
不足の中で大分県で教
員になれば奨学金の返
済に支援が受けられる
などの制度が必要では
ないか。
・学生にも生理休暇を
学生にも生理休暇があ
ればよいという声があ
るが、考えるべきでは
ないか。
・人材不足の中で
持病がある人などにも
無理なく働く場が必要
ではないか。

・�物価高の支援策を手
厚く

中小業者やＬＰガスへ
の支援をもっと手厚
く。ＬＰガス代への助
成は１回限り１６００
円では少なすぎる。
・�賃上げのための中小
業者への支援策

先端設備導入などに偏
ることなく幅広い支援
が必要。

えんど久子県議はこれ
らについて発言しまし
た。

知
事
や
県
議
会
議
員
へ
の

期
末
手
当
引
き
上
げ
に
反
対

12/13　�県議会本会議で討論するえ
んど久子県議



日本共産党　大分県議団　県政報告　2024年第４回　2025年１月１日

県政に対するご意見・相談事などお気軽にお寄せ下さい。大分市大手町3-1-1 県庁舎新館3F日本共産党大分県議団
jcp-oita@oct-net.ne.jpE-MAIL097-537-2344TEL/FAX http://www.jcp-oitakengidan.com▶ホームページ

堤　栄三 Facebook 公式LINE 猿渡久子
HP
Facebook
公式LINE

え
ん
ど
久
子
県
議

　
　
　
県
議
会
で
主
張

　

12
月
10
日
の
総
務
企
画
委
員

会
で
、
え
ん
ど
（
猿
渡
）
久
子

県
議
の
質
問
に
、
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
機
運
醸
成
に
今
年
度
は

約
１
８
０
０
万
円
の
税
金
を
使

う
と
答
弁
。

災
害
時
に
使
え
る
の
？

　

知
事
は
、
東
九
州
新
幹
線
と

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
の
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
産
業
の

発
展
や
災
害
時
の
代
替
ル
ー
ト

確
保
な
ど
の
た
め
に
必
要
だ
と

い
い
ま
す
が
、
県
民
が
望
ん
で

な
い
こ
と
に
税
金
と
労
力
を
か

け
て
機
運
を
作
ろ
う
な
ん
て
ナ

ン
セ
ン
ス
で
す
。

　

え
ん
ど
久
子
県
議
は
「
県
民

が
求
め
て
い
る
が
予
算
が
確
保

で
き
な
い
課
題
が
山
積
み
だ
。

県
民
の
願
い
実
現
が
優
先
だ
」

子
や
孫
に

　
借
金
を
残
す

　

四
国
の
佐
田
岬
と
佐
賀
関
を
橋
や
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
ご
う
と
い

う
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
。
佐
藤
知
事
は
意
欲
満
々
で
県
庁
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
何
兆
円
か
か
る
か
わ
か

ら
な
い
事
業
で
す
。

日
本
共
産
党
は

キ
ッ
パ
リ
反
対

「
建
設
す
れ
ば
維
持
管
理
や
補

修
に
も
大
変
な
税
金
が
か
か

り
、
将
来
世
代
に
借
金
を
残
す

こ
と
に
な
る
」
と
発
言
。

豊予
海峡
ルート

構想

四国への橋もトンネルもいらない
県
民
が
望
ん
で

い
な
い
の
に

12/9　県議会文教警察委員会で発言するえんど久子県議

　紙などの保険証は書いてある期
限まで使えます。
　マイナカード保険証と紐づけし
ていない人には、期限が切れる前
に手続きなしで資格確認書が届
き、保険証と同じように使えます。
病院も心配いりません。マイナ
カードの登録をやめれば資格確認
書をもらえます。
　日本共産党は紙などの保険証を
残すために今後ともみなさんとち
からをあわせてがんばります。

マイナカードなくても大丈夫です

　
こ
の
日
、自
民
党
議
員
か
ら
は

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
よ
り
東
九
州

新
幹
線
を
優
先
す
べ
き
と
い
う

主
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
で
豊
予
海
峡
ル
ー
ト

に
つ
い
て
与
党
議
員
か
ら
財
政

を
心
配
す
る
発
言
が
聞
か
れ
ま

す
が
、キ
ッ
パ
リ
反
対
を
表
明

し
て
い
る
の
は
日
本
共
産
党
だ

け
で
す
。


